
ウォーカブルってなに？
いま都市整備でもとめられるもの

関東地方整備局
都市整備課長
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都市空間の構成

「街路が変われば世界が変わる」
By ジャネット・サディク＝カーン

街路 約30%

戦後、日本の道は、自動車交通量を基準に造られてきた。

環状道路が整備された街では、
中心部の交通量は減少傾向

「都市と交通116号」http://www.jtpa.or.jp/contents2/CityandTransportationBackNumber111-120.html#116

街路空間の再構築・利活用

http://www.otemachi-marunouchi-yurakucho.jp/event-info/629/

クルマのみち ⇒ 人のみち



車道を片側３車線⇨１車線

出典：松山市「花園町通りリニューアル」

世界の
ウォークシフト

（クルマ→人）は
もっと進んでいる

⾼速道路→⼈（パリ） ⾞→公共交通＆⼈

アンジェ（⼈⼝12万）



トランジットモール ⾞は進⼊禁⽌
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Stockholm City Plan 

”The Walkable City”

Car space

Plan Volvo ‐ Gothenburg 2070



クルマ⼤国でも⾞→⼈
（ニューヨーク）

NYC Streets Metamorphosis（https://vimeo.com/83173191）より

コロナ禍でウォークシフトが加速中

2022.1.24 マチミチweb講座#06 三菱地所 関谷進吾さん講演資料より

なぜクルマ⇨人？？

 CO2削減

 交通安全

 地域活性化・賑わいづくり

私見

シアトル ダウンタウン2番街：国際持続的発展研究所のポスター
http://labaq.com/archives/51884754.html

筑波大学谷口綾子教授提供資料
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シアトル ダウンタウン2番街：国際持続的発展研究所のポスター
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なぜクルマ⇨人？？

 CO2削減

 交通安全

 地域活性化・賑わいづくり

 私たちの人間らしい暮らし

私見

そもそも
人類とはどんな生物なのか

さらに
私見

日本の都市も

クルマ中心から
ひと中心ヘ…

マチミチ会議
Janette SadikｰKhan氏
来日講演会（R1.5）

Janette SadikｰKhan氏 来日講演会



都市の国際競争⼒やイノベーションから、
⼥性や⾼齢者の活躍、孤独、⼦育てまで多分野の
ゲストを招聘し、まちづくりの⽅向性を議論

写真取り寄せ中

都市の多様性とイノベーションの創出
に関する懇談会（R1.2〜6）

alkable ye level iversity pen
歩きたくなる まちに開かれた1階

多様な⼈の
多様な⽤途・使い⽅

開かれた空間が
⼼地よい

居⼼地が良い、⼈中⼼の空間
を創ると、まちに出かけたくなる、
歩きたくなる。

歩⾏者⽬線の１階部分等に
店舗やラボがあり、ガラス張りで
中が⾒えると、⼈は歩いて楽し
くなる。

多様な⼈々の多様な交流は、
空間の多様な⽤途、使い⽅の
共存から⽣まれる。

歩道や公園に、芝⽣やカフェ、椅
⼦があると、そこに居たくなる、留
まりたくなる。

「ウォーカブル」とは？

歩ける・歩きやすい ＜ 歩きたくなる

じゃあ、どんな街なら
歩きたくなる？

※個人の感想です

街路は
誰もがアクセスできる
最も基礎的な公共空間

「都市の本質は交流」

ストリートデザインガイドライン
—居心地が良く歩きたくなる街路づくりの参考書—

R2年3月31日 策定



使いながら作ってく

出典：第 3 回ストリートデザイン懇談会 栗本ゲスト委員（豊田市）資料

出典：第 2 回ストリートデザイン懇談会 泉ゲスト委員（（有）ハートビートプラン）資料

“軒先1Mの活用”

まちの人が
ソトを

使うことに
慣れていく

出典：第 2 回ストリートデザイン懇談会 西村ゲスト委員資料 岡山市

ウォーカブル推進事業(区域)と歩行者利便増進道路（ほこみち）

都市再生特別措置法＆道路法
ともにR2 法改正

道路を柔軟に使うためには、
従来のように

道路構造令に規定されている最低値や標準値を
そのまま適用するのではなく、
規定値の性格を理解した上で、

地域のニーズや道路の特性、種々の制約等を勘案して、
弾力的に運用することも含め、

道路構造を検討することが重要である。

盛岡

課せられた制約のなかで
精一杯、いい空間を作ろうとする努力

群馬では
県庁も
当事者として
主導



超車社会の栃木県小山市でのとある週末の風景 長野県佐久市 街路の使い方を考えてみる社会実験

出典：DesginMeetingなかごみFacebookページ

常陸大宮ヘルスロード計画

駅と病院を結ぶ道で
健康増進に役立つ道になるよう
街路再編を検討中

大都市 ⇒ 地方都市 ⇒ 小都市と、

東北・関東管内でも、
着実に広まってきている。

でも、西日本を見ると・・・

大阪 中ノ島通り

西日本はもっとすごい！



大阪 中ノ島通り

西からウォークシフトの波が
どんどん広まっている！

そうは言っても、
大都市の話。

うちのまちは誰も歩いてないし、
お店も閉まってる…。

小さい街はどうすればいい？？

ヒント ：

“活動人口” “コミュニティ”

今日のまとめ

◯ウォーカブルな「クルマ→人の」
「歩きたくなる」まちづくりが始まっている。

◯“交流” が大切。
ハード整備だけでなく、
ソフト（使い方）のことも考えよう。

◯どんな道なら歩きたくなるか考えてみよう！

次回までの宿題

どんなみち（まち）なら歩きたくなるか
考えて、隣の人と会話してみてください。


